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17世紀前後における日本の「妖怪」観――妖怪・化
物・化生の物






その他のタイトル Japanese Views of ''Yokai'' around the
















0 0 0 0 0
が含むもの









































0 0 0 0 0 0 0 0
だと理解されて
 2 古本節用集は、中田祝夫編『印度本節用集古本四種 研究並びに総合索引』勉誠社、1980 年；
同編『古本節用集六種 研究並びに総合索引』勉誠社、1979 年；『天理図書館善本叢書和書之





諸本名 部門 語句 和訓 備考
文明本（1469－87） 不明 天怪 バケモノ、テンクワ 又天妖（バケモノ）
弘治 2年本（1556） 畜類 術物 バケモノ 神書上巻在之
同上 畜類 妖恠 ヨウクハイ 化生物也
永禄 2年本（1559） 畜類 妖恠 ヨウクハイ 化生物也
堯空本 畜類（無表記） 妖恠 ヨウクワイ 化生物也
両足院本 天地 天化・天恠・化者・媚 ハケモノ
同上 人倫 媚者 ハケモノ
同上 畜類 妖恠 ヨウクワイ 化生物也
饅頭屋本 天地 天化 バケモノ
黒本本 畜類 術物 バケモノ 神書在之
同 畜類 妖恠 ヨウクワイ 化生物也
天正 17 年本（1589） 畜類 術物 バケモノ 神書上巻有之
同上 畜類 妖恠 ヨウクワイ 化
ケショウノ
生物也
易林本（1597 刊） 気形 妖化物 バケモノ
同 気形 妖怪 ヨウクワイ
中田祝夫編『印度本節用集古本四種 研究並びに総合索引』勉誠社、1980 年；同編『古本節用集六種 研





































 4 『下学集』は、中田祝夫ほか編『古本下学集七種 研究並びに総合索引』風間書房、1971 年所
収本による。
 5 土井忠生編訳『日本大文典』三省堂、1955 年、800 頁。






















解』（1639 年成立、1659 年刊）巻第 5「論下看三議二-論鬼神一之法上」條に「妖怪ハ、
ハケモノヽコトナリ 9」とあり、また、真宗の僧侶で仮名草子作者としても活躍した














 10 『叢書江戸文庫』50、国書刊行会、2002 年、150 頁。
 11 東アジア恠異学会編『怪異学の可能性』角川書店、2009 年などを参照のこと。なお今後、（政
治的）凶兆を指す場合は恠異（けい）、単にあやしい物事を指す場合は怪異（かいい）を用
いる。
































 13 拙稿「化物」東アジア恠異学会編『怪異学入門』岩田書院、2012 年、142 頁。
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（という者











































 16 中田祝夫ほか編『多識編自筆稿本刊本三種 研究並びに総合索引』勉誠社、1977 年、影印篇
339 頁。
 17 『野槌』は、国立公文書館所蔵の羅山自筆本（特 119-0001）による。
 18 前掲「﹁河童史料﹂論」、28、47 頁。



























































 23 前掲『多識編自筆稿本刊本三種 研究並びに総合索引』、影印篇 53 頁。



















巻 27「天下妖怪事」（36-54 ～ 55 頁）の「妖怪」は、恠異の意味で用いられている。
巻 5「相模入道弄田楽并闘犬事」では、姿の見えない






（34-161 ～ 164 頁）が北条高時とともに田楽を行い、それが鎌倉幕府滅亡の兆しと




天狗は本来不可視であった（巻 5も同様）が、巻 23 では姿を現し






主体として日記に登場している。例えば嘉吉 3 年（1443）8 月、室町御所に「七尺
計之女房、大入道等 27」の化物が出現したため、足利義政らが烏丸御殿に退避する
という事件が起きている。記録上では、その際の化物を「妖物」（『看聞御記［看聞





 27 『続群書類従』補遺 2、続群書類従完成会、1991 年、684 頁。なお、この事件については、西



































 29 『史料纂集 師郷記』3、続群書類従完成会、1985 年、163 頁。
 30 『増補史料大成 康富記』1、臨川書店、1965 年、378 頁。
 31 『史籍雑纂 当代記・駿府記』続群書類従完成会、1995 年、94 頁。
 32 「やふれ車」はのちに、「京東洞院通にむかし片輪車と云ふばけ物ありける」（『諸国百物語』
巻 1 - 9「京東洞院かたわ車の事」『叢書江戸文庫』2、国書刊行会、1995 年、28 頁）と文芸
化している。参考として、今井秀和「片輪車という小歌―妖怪の母体としての言語―」『日
本文学研究』46、2007 年、75 頁。
 33 『付喪神記』は、『室町時代物語大成』9、角川書店、1981 年、417－425 頁による。
 34 『大妖怪展』三井記念美術館、2013 年、56－57 頁。















東京国立博物館蔵、Image: TNM Image Archives
表 2　『伽婢子』と原典比較





















































































































































怪」［1 - 1］、「木石之魍魎」［2 - 1］など）。巻 9 - 3 の「山近く木玉のあらはれしか、
きつねのなれるすがたか、しからずは幽霊ならん」は、『源氏物語』「手習」の「鬼
か、神か、狐か、木霊か 37」に由来しているが、全体的に「こだま」は、山にまつ














































































































 38 『新語園』は、『仮名草子集成』41、東京堂出版、2007 年による。





 40 『叢書江戸文庫』27、国書刊行会、1993 年（該当頁は本文中）。
 41 拙稿「一七世紀の怪異認識」『人文論究』62-2、2012 年、17 頁を参照のこと。
表 3　『新語園』の妖怪・化物表現


























ねぶりて身命をつぐ、必然の理たるべし」（巻 2 - 6「垢ねぶりの事」35 頁）
○ 先生「此事既にこだまの事に付きて其ためしをかたりき、猶も非情の有情は
化する事は、化生と申しならはして目前にまゝある事なり、朽ちたる木の蝶



















必定 也、ウソ也 、奇代事也（正月 26 日）
一、 我瀬ノ鬼、化生ノ物ニテ、テ











































い。そこで、尾張藩士朝日重章の『鸚鵡籠中記』元禄 16 年（1703）5 月の記事に
注目する。
去比、江戸赤坂御門之内堀小四郎処へ、折井宗八淡路父・小出和泉守等行し、






































 45 『名古屋叢書続編』10、名古屋市教育委員会、1983 年、395 頁。
 46 拙稿「近世社会の成立と近世的怪異の形成」前掲『怪異学の可能性』、293－296 頁；前掲「一
七世紀の怪異認識」、7頁。






















 49 堤邦彦『江戸の怪異譚―地下水脈の系譜』ぺりかん社、2004 年；拙稿「林羅山と怪異」前掲
『怪異学の技法』、321－343 頁など。
 50 時期は下るが、稲田篤信「地域の事件―麦水『三州奇談』の成立」『名分と命禄―上田秋成
と同時代の人々』ぺりかん社、2006 年、172－188 頁など。
